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　秋になったとはいえ、まだ暑い日もあって、
少し動いただけでも汗をかいてしまいます。
そして、秋は雨の季節でもあります。部屋干
ししていると、なんとなく洗濯物がにおうし、
汗をかくと身体から不快なにおいも出てしま
って、嫌な思いをした人も多いでしょう。
　そこで、今回紹介するのはタオル美術館グ
ループが開発した一見普通に見えるタオル。
しかし、においや汗などの不衛生タンパク質
や花粉やハウスダスト、カビなどのタンパク
質を水に変えてしまう驚きの機能タオルなの
です。実は、医師の新しい発想で生まれたハ
イドロチタンテクノロジーを採用、ハイドロ
銀チタン®がタンパク質類を吸着・分解して
水にしてしまう優れものなのです。長雨続き
で室内干しした洗濯物がなんとなくにおう、
花粉の季節になるとタオルに付いた花粉でく

しゃみと鼻水がとまらない、なんて経験も多
いでしょう。また、キッチンでも「フキンが
黒ずんで衛生面で気になる」というお悩みも
あると思います。でも、このハイドロ銀チタ
ン®のタオルを使うと安全・安心、効果実験
でも実証済みです。
　タオルシリーズのラインナップはバスタオ

ル５種類、寝具５種類、キッチン用４種類な
ど幅広く展開しています。特にお勧めのピロ
ーケースは、寝ている間に付着するやっかい
な「おじさん臭」も、さようならしてくれま
す。オールシーズン、気持ち良い環境づくり
に使ってみてはいかがですか。
　価格は、フェイスタオルについては、＋２
は，円、＋４は，円（ともに税別。＋
２は不衛生タンパク質に効果。＋４は不衛生
タンパク質とタンパク質の分解に効果があり
ます）。問い合わせは、タオル美術館グルー
プ　一広

いちひろ

・電話。
＊　　　＊

◇「ハイドロ銀チタン®タオルシリーズのフ
ェイスタオル＋４」を抽選で４名にプレゼン
ト！
　住所、氏名、電話番号
を明記の上、編集部にフ
ァクスかウェブからご応
募下さい。締め切りは
月日（月）です。

　人事部でアジア
オセアニア地域の
ビジネスサポート
をしています。会
社人生の８割は子

育てとともにあります。仕事では
時間に制限があるので、無駄を省
き、事前に相手と優先順位や合格
点に合意するのが重要です。もと
もとテレワークを使いながら柔軟
に働いていましたが、最近時短勤
務に切り替えてからはアシスタン
トが付き、以前と同じ業務を担当
しています。いま、一番仕事と家
庭の両立バランスが取れていると
感じていますし、このような環境
を提供してくれる会社に感謝して

います。
　周囲への気遣い、キャ
リアへの焦りもあり、自
分を仕事に縛り付けていた時もあ
りました。でも両立は自分が意識
しないと誰も気にしませんし、何
も始まりません。徐々にテレワー
クで職場から離れ、業務をコント
ロールしながら、働きやすいスタ
イルで成果を出せるようになりま
した。両立の合格点は自分で決め
られます。人と同じことができな
いと不安になりますが、同じプロ
セスに従う必要はないと思いま
す。自分にしかできないやり方で、
会社に貢献することもできると伝
えたいです。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
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﹁
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﹂
と
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

人
生
は
１
度
き

り
だ
か
ら
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
み
た
い
と
思

う
人
も
い
る
で
し

う

し
か
し

さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
の
が
現
実

で
す

今
回
は

宇
宙
開
発
事
業
団
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
働
き
始
め
育
児
を
機
に
﹁
本
当
に

や
り
た
か

た
こ
と
﹂
に
気
付
き

一
念
発
起

し
研
究
の
道
に
舵
を
切

た
千
葉
工
業
大
学
惑

星
探
査
研
究
セ
ン
タ

の
荒
井
朋
子
さ
ん
に


仕
事
に
か
け
る
想
い
を
聞
き
ま
し
た


　
私
た
ち
が
夜

高
い
空
に
輝
く
月

は
白
く
輝
い
て
見
え
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ま
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︶で
す


実
際
に
白
く
美
し
い
石
で
す

そ
し

て

ウ
サ
ギ
の
模
様
に
見
え
る
部
分

は
玄
武
岩
で

富
士
山
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
溶
岩
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︵
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︶
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︵
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現
在
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れ
て
い
る
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イ
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︵
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︵
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が
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知
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化
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組
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の
中
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に
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︵
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た
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探
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こ
と
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で
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ま
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ど
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研
究
は
仮
説
を
膨
大
な
デ

タ
に
よ

て
検

証
し

論
文
と
し
て
発
表
す
る
と
い
う
地
道
な

作
業
の
繰
り
返
し
で
す

一
種
の
妄
想
み
た
い

な
部
分
も
あ
り
ま
す
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世
代
を
超
え
た

そ

う
い

た
作
業
の
積
み
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が
現
代
の
科
学
を

築
い
て
お
り

自
分
の
思
い
描
い
た
物
語
が
現

実
と
し
て
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
く
部
分

が
研
究
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す


「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

webで公開中

　カナリヤ通信では、創刊から２周年を記
念して月日に特別記念号を発行しま
す。そこで読者の皆さまから、「○△□の
取り組み方！私のピカイチ施策」を募集し
ます！①育休中②育児・家庭（仕事との両
立）③スキルアップ④キャリア形成⑤ワー

クライフバランス⑥病中・病後⑦介護の７
項目から１つ選んでいただき、独自の取り
組み方を紹介して下さい。男性・女性を問
いません。所定の用紙に記入の上、月
日までにメールでお送り下さい。
（例）①「育児休暇中に会社の状況を定期

的に知らせてもらって、浦島太郎にならな
いようにした。また、必要に応じて同僚と
やりとりした」など。
※カナリヤ通信のウェブサイトから記入用
紙をダウンロードできます（紙面右下のＱ
Ｒコードからアクセス）


